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祝
島
が
山
口
県
に
申
入
れ

紳
振
酔
縣
需

法
的
根
拠
な
し

中
国
電
力
が
七
日
上
関
原
発
建
設
予
定
海
域
の

一
般
海
域
占
用
許
可
を
山
口
県
に
申

請
し
た
こ
と
を
受
け
て
二
〇
日
、
上
関
原
発
を
建
て
さ
せ
な
い
祝
島
島
民
の
会

（清
水

敏
保
代
表
）
の
メ
ン
バ
ト
な
ど
が
山
口
県
に
対
し
て
海
上
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
申
請
の
不

許
可
を
求
め
る
申
し
入
れ
を
お
こ
な
っ
た
。
さ
ら
に
同
会
は
二
六
日
に
は

「
一
般
海
域

占
用
許
可
に
係
る
利
害
関
係
人
に
つ
い
て
の
公
開
質
問
状
」
を
提
出
し
、
県
の
中
電
ヘ

の
占
用
許
可
に
法
的
根
拠
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

計

　

質
問
回
欠
口期
‐限
は
１１
月
７
日

二
〇
日
に
は
山
口
県
庁
で

「上
関
原
発
予
定
地
の
海
上

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
申
請
の
不

関原‐　〔̈̈
”̈一中̈一Ψ

①
上
関
原
発
予
定
地
の
海

上
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
係
る

一
般
海
域
占
用
許
可
申
請
を

不
許
可
と
す
る
こ
と
。

②
昨
年
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
の
さ
い
に
出
さ
れ
た

一
般

海
域
占
用
許
可
に
関
し
て
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

（■
）
中
国
電
力
が
廃
止

届
け
を
出
す
に
至
っ
た
要
因

は
な
に
か
。
ま
た
、
そ
の
要

因
は
、
現
在
解
消
さ
れ
た
の

か
。（２

）

一
般
海
域
占
用
許

可
を
出
す
さ
い
に

「
こ
の
占

用
及
び
工
作
物
の
設
置
に
よ

っ
て
損
失
を
受
け
る
者
が
あ

る
と
き
は
、
許
可
を
受
け
た

者
の
負
担
に
お
い
て
現
状
回

復
又
は
損
失
の
補
償
を
行
う

こ
と
」
と
の
条
件
が
付
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
条
件
が
満

た
さ
れ
た
か
否
か
を
確
認
し

た
の
か
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
流
行
し
て
い
る
さ

な
か
、
い
ま
だ
着
工
の
目
処

が
立
っ
て
い
な
い
原
発
建
設

に
関
連
し
た
ボ
ト
リ
ン
グ
調

査
は
不
要
不
急
の
も
の
で
は

な
い
の
か
。

山
口
県
側
は

「
一
般
海
域

の
利
用
に
関
す
る
条
例
Ｌ
に

従
っ‐
て
‐適
‐切
、
′
に
対‐
処
し
で
ド

る
と
す
る
見
解
に
終
始
し

た
。一

般
海
域
占
用
許
可
に
は

「利
害
関
係
人
の
同
意
」
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る

（
一
般

海
域
の
利
用
に
関
す
る
条

例
施
行
規
則
二
条

一
項
五

号
）
。
す
な
わ
ち
祝
島
の
漁

業
者
の
同
意
が
必
要
だ
。
祝

島
の
漁
業
者
は
中
電
か
ら
漁

業
補
償
金
を
受
け
と
っ
て
お

ら
ず
、
当
該
海
域
で
の
許
可

漁
業
や
自
由
漁
業
を
営
む
権

利
を
持
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

当
該
海
域
は
自
由
使
用
も
認

め
ら
れ
て
い
る
Ю

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
山
口
県
は

「利
害
関
係

人
は
排
他
独
占
的
権
利
の
権

利
者
に
限
る
」
と
す
る
法
的

根
拠
の
な
い
独
自
の
見
解
を

持
ち
出
し
、
「祝
島
漁
民
の

同
意
は
不
要
」
と
し
、
祝
島

の
漁
業
者
の
同
意
書
も
な

く
、
打
診
も
お
こ
な
わ
ず
申

電
に
占
用
許
可
を
出
し
て
き

た
。同

会
は
二
六
日
に
は
村
岡

県
知
事
に

「
一
般
海
域
占
用

許
可
に
係
る
利
害
関
係
人
に

つ
い
て
の
公
開
質
問
状
」
を

提
出
し
た
。
公
開
質
問
状

は
、
山
口
県
が

「利
害
関
係

人
は
排
他
独
占
的
権
利
の
権

利
者
に
限
る
」
と
す
る
も
と

と
な
っ
て
い
る

「漁
業
権
は

排
他
独
占
的
権
利
」
の
見
解

に
法
的
根
拠
が
な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

提
出
し
た
公
開

質
問
状
の
要
旨

公
開
質
問
状
の
要
旨
は
以

下
の
通
り
。

一
、
「漁
業
権
は
排
他
独

占
的
権
利
」
に
つ
い
て

山
口
県
は
、̈
「漁
業
権
は

排
他
独
古
的
権
利
」
と
い
う

見
解
を
持
っ
て
い
る
。
な
る

ほ
ど
水
産
庁
ホ
ー
ム
ペ
ト
ジ

に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。※

漁
業
権
は

一
定
の
水
面

で
特
定
の
漁
業
を
排
他
的
に

営
む
権
利
で
あ
り
、
下
記
の

種
類
が
あ
り
ま
す
。

※
漁
業
法
で
は
、
漁
業
権

は

「
一
定
の
水
面
に
お
い
て
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「

特
定
の
漁
業
を

一
定
の
期
間

排
他
的
に
営
む
権
利
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

‐し
か
し
、
こ
れ
ら
の
記
述

は
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い

不
正
確
な
記
述
と
思
わ
れ

る
。そ

れ
は
、
共
同
漁
業
権
の

漁
場
区
域
内
に
定
置
漁
業
権

や
区
画
漁
業
権
が
存
在
し
う

る
こ
と
だ
け
か
ら
も
明
ら
か

だ
「
水
産
庁
で

「漁
業
法
の

神
様
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
浜

本
幸
生
氏
が
平
林

・
浜
本
著

『
水
協
法

・
漁
業
法
の
解

説
』
に
明
記
し
て
い
る
よ
う

に
、
「漁
業
権
は
漁
場
の
独

占
利
用
権
で
は
な
く
、
水
面

を
支
配
し
又
は
占
用
す
る
権

利
で
も
な
い
」
の
だ
。
実

際
、
，共
同
漁
業
権
の
漁
場
区

域
に
お
い
て
は
、
定
置
漁
業

権
等
が
併
存
し
う
る
の
み
な

ら
ず
、
海
水
浴
や
サ
ー
フ
ィ

ン
な
ど
の
自
由
使
用
も
自
由

に
お
こ
な
え
、
共
同
漁
業
権

以
外
の
あ
ら
ゆ
る
権
利

・
利

益
が
併
存
可
能
だ
。

と
こ
ろ
で
、
少
な
く
と
も

浜
本
幸
生
氏
が
ご
健
在
の
頃

（
一
九
九
九
年
ま
で
）
は
、

漁
業
権
の
定
義
に

「
排
他

的
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ

た
こ
と
は
な
い
。

「
排
他

的
」
と
い
う
表
現
の
淵
源
は

漁
業
法
研
究
会

『逐
条
解
説

漁
業
法
』

公

一〇
〇
五
年

一
一
月
発
行
）
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

同
書
三
六
頁
に
は
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（４
）
漁
業
権
は
漁
業
を

排
他
的
に
営
む
権
利
で
あ

る
。
漁
業
権
は
、
漁
業
を
排

他
的
に
営
む
こ
と
が
で
き
る

権
利
で
あ
る
の
で
、
漁
場
区

域
内
に
お
い
て
漁
業
権
に
基

づ
か
ず
同
種
の
漁
業
が
営
ま

れ
れ
ば
、
当
該
漁
業
を
排
除

す
る
こ
と
が
で
き
る

（法
第

量

委

積

翁

￥

こ
の
よ
う
に

「排
他
的
」

と
い
う
表
現
が
最
初
に
使
わ

れ
た
さ
い
に
は
、
排
他
し
う

る
対
象
は

「同
種
の
漁
き

し
か
も

「漁
業
権
に
基
づ
か

ず
に
営
ま
れ
て
い
る
同
種
の

漁
業
」
に
限
定
さ
れ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後

「排
他
的
」
の
意
味
が
六
第

に
拡
大
解
釈
さ
れ
、
今
で
は

水
産
庁
に
よ
っ
て
さ
え
対
象

の
限
定
な
し
に
使
わ
れ
る
に

至
っ
た
と
解
釈
す
る
ほ
か
な

い
。上

掲
引
用
文
に
記
さ
れ
て

い
る
漁
業
藤
曇
（一
〓
一条
第

一

項
も
、
「漁
業
権
は
、
物
権

と
み
な
す
」
と
の
規
定
で
あ

り
、
漁
業
権
が
物
権
的
権
利

で
あ
る
こ
と
の
根
拠
に
は
な

っ
て
も

「排
他
的
権
利

で

あ
る
こ
と
の
根
拠
に
は
な
ら

な
い
¨
漁
業
権
が
排
斥
し
う
る
権

利

・
利
益
は

「
同
種
の
漁

業
」
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば

「
面
的
か
つ
立
体
的
に
同

一

の
水
域
に
お
い
て
同

一
の
魚

種
を
対
象
と
す
る
漁
業
」
に

限
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
は
、

一
〇
月

二
二
日
に
熊
本

一
規
明
治
学

院
大
学
名
誉
教
授
が
水
産
庁

の
管
理
調
整
課
等
に
連
絡
し

て
確
認
さ
れ
た
。
水
産
庁

は
、
同
教
授
の
見
解
に
同
意

さ
れ
、
内
部
的
に
検
討
す
る

と
回
答
さ
れ
た
そ
う
だ
。

そ
こ
で
以
下
質
問
す
る
。

Ｑ
ｌ
　
山
口
県
は
、
漁
業

権
が
排
斥
し
得
る
権
利

。
利

益
を
如
何
に
考
え
て
お
ら
れ

る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
ヽ

二
、

一
般
海
域
占
用
許
可

の
利
害
関
係
人
を

「排
他
独

占
的
権
利
」
に
限
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て

山
口
県
は
、

一
般
海
域
占

用
許
可
の
利
害
関
係
人
を

「排
他
独
占
的
権
利
ビ
、
具
体

的
に
は
共
同
漁
業
権
の
権
利

に
限
定
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
に
限
定
で
き

る
法
的
根
拠
は
ま

っ
た
く

な
い
こ
と
、
条
例
に
も
ま

っ
た
く
規
定
が
な
い
こ
と

は
、
山
口
県
自
身
認
め
て
い

る
。た

だ
、
そ
の
理
由
と
し
て

「
ボ
Ｌ
リ
ン
グ
調
査
が
排
他

独
占
的
に
占
用
区
域
を
使
用

す
る
た
め
、
占
用
区
域
内
の

排
他
独
占
的
権
利

（共
同
魚

魚
権
）
と
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

は
相
容
れ
な
い
か
ら
」
と
説

明
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
説
明
は
、

共
同
漁
業
権
が
漁
場
区
域
を

排
他
独
占
的
に
使
用
す
る
と

の
上
記
誤
解
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
、
共
同
漁
業
権
が
共

同
漁
業
権
以
外
の
あ
ら
ゆ
る

権
利

ｏ
利
益
と
併
存
可
能
で

あ
る
以
上
、
理
由
と
し
て
も

な
り
立
た
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
海
面
を
使
用

す
る
事
業
が
海
面
に
存
す
る

利
益
を
侵
害
し
て
損
失
が
生

じ
る
場
合
に
は
、
損
失
補
償

を
支
払
っ
て
権
利
者
の
同
意

を
得
な
い
か
ぎ
り
、
事
業
実

施
は
違
法
に
あ
た
る
。

共
同
漁
業
権
も
祝
島
漁
民

が
持
つ

「慣
習
法
上
の
公
共

用
物
使
用
権
」
も
、
海
面
を

排
他
独
占
的
に
占
用
す
る
権

利
で
は
な
い
。ヽ
ま
た
、
権
利

侵
害
に
と
も
な
う
損
失
補
償

が
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
が
違
法
事
業
に

な
る
点
も
ま

っ
た
く
同
じ

だ
。し

た
が
っ
て
、
利
害
関
係

人
に
共
同
漁
業
権
者
の
み
を

含
め
、
公
共
用
物
使
用
権
の

権
利
者
を
含
め
な
い
根
拠
は

ま
っ
た
く
な
い
。

そ
こ
で
以
下
質
問
す
る
。

Ｑ
２
　
行
政
行
為
に
は
法

的
根
拠
が
必
ず
必
要
と
思
わ

れ
る
が
、
山
口
県
は
法
的
根

拠
が
な
い
の
に

「運
用
し
て

き
た
か
ら
」
を
理
由
と
し
て

行
政
行
為
を
お
こ
な
っ
て
い

る
の
か
。
そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
本
末
転
倒
で
あ
る
ば
か

り
か
、
違
法
行
為
に
あ
た
る

の
で
は
な
い
か
。

Ｑ
３
　
利
害
関
係
人
に
共

同
漁
業
権
者
を
合
め
、
公

共
用
物
使
用
権
の
権
利
者

を
含
め
な
い
根
拠
は
な
に

か
。以

上
の
質
問
に
つ
い
て

一

一
月
七
日
ま
で
の
回
答
を
求

め
て
い
る
。


